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Step 1—マイクロアレイスキャナの起動           

 
1. マイクロアレイスキャナの電源スイッチを入れます。スイッチはスキャナ前面の左下にあります。 

2. PCの電源スイッチを押してください。Windowsのユーザー名とパスワードを入力し、ログオンしま

す。ログオンの初期設定は以下の通りです。 

- ユーザーアカウント： Administrator 

- パスワード： 3000hanover 

あるいは、 

- ユーザーアカウント： User 

- パスワード： なし 

3. 以上の順番でスイッチをONにすると以下の動作が行われます。 

a. 換気がスタートします（背面の冷却ファンが動き出します）。 

b. スキャナのセルフチェック（Power on Self Test）が始まります。通常約2分程度かかります。 

c. セルフチェックが終了しPCとの通信接続が確立すると、黄色と緑色のインディケーターランプ 

 が点灯した状態になります。この後、レーザーのウォームアップに数分～20分程かかります。 

d. スキャナの準備が完了すると、黄色のランプが消え、緑色のランプのみが点灯した状態になり 

ます。 

 

Figure 1 スキャナ電源スイッチとインディケータランプの位置 

 

※ ご使用 20 分前にはスキャナと PCの電源を入れてください。スキャナの電源だけを入れても、レー

ザーのウォームアップが終了しません（黄色のランプが消えない）のでご注意ください。 

※ 必ずスキャナの電源を入れてから、PC の電源を入れてください。順序が逆になると PC がスキャ

ナを認識しないことがあります。 
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Step 2—スライドをスライドフォルダに取付ける 

 
スライドはスキャン前にスライドフォルダに差し込んでおく必要があります。これにより、スキャン中ス

ライドを保護することになります。 

 

指紋等の汚れは、蛍光となってイメージに現れます。スライドを扱うときは手袋をし、スライドの端以

外は触らないようにします。また、バーコード以外のシール類はスライドに貼らないようにして下さい。 

 

1. スライドフォルダをアジレントのロゴがある方を上にして持ちます。親指をカバーの中央に置き、押

しながら上部にスライドしてカバーを外します。（Figure 2参照） 

    

Figure 2 スライドフォルダのカバーを開ける  

 

2. スライドを取付ける前に、以下のことに注意してください。 

 

• バーコードがない端を奥に入れます。 

• アレイ面がカバーの方になるようにスライドを置きます。アジレントのマイクロアレイスキャナは

アレイの裏側からイメージを読み取ります。 

 

アレイによっては、バーコードが片面あるいは両面に貼り付けられている場合があります。どちら

の場合も、常にアレイ面をカバー側にして、スライドを置くようにして下さい。 
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詳細は英文マニュアル123ページの “Barcode specifications"をご参照ください。 

 

3. Figure 3のように、スライドをファルダに置き、カバーを倒して押しながら手前にスライドさせて、カ

バーを固定します。 

 
      Figure 3 スライドをフォルダに取付ける 

 

 
Figure 4 スライドオリエンテーション 
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Step 3—スライドフォルダをカローセルに入れる 
 

スライドをスライドフォルダに差し込んだ後は、スライドフォルダをカローセルにセットします。カローセ

ルはスライドフォルダが常に正しい位置に入るようにデザインされています。 

 

この項ではカローセルがスキャナに設置されている場合のステップを説明します。カローセルをスキ

ャナから取り出し、別の位置でスライドフォルダを入れる場合は、英文マニュアル86ページの“Mount or 

remove the carousel" をご参照ください。 

 

1. スライドフォルダをカローセルのスロット１にいれます。スロットの順番はホームスロット（ホームポ

ジション）から右回りとなります。 

スライドフォルダをホームスロットに入れないように注意してください。（ホームスロットは他のスロ

ットに比べて幅がやや広く、またHomeという表示がついています。） 

2. バーコードラベル側がカローセルの中心部に向くように、スライドフォルダを入れてください。スライ

ドガラスは手前にくるようにします。 

3. スライドフォルダがきちんとカローセルの底まで位置したことを確認します。 

 

 
Figure 5 カローセル  

 

4. （オプション） カローセルの蓋を取付けます。タブを持ち上げ、きちんと蓋がカローセルにはまるよ

うにします。 
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Figure 6 カローセルカバー 

 

5. スキャナの蓋を閉めます。 

 

以下の動作はスキャナの蓋を閉めないと行えません。 

•  スキャナのイニシャライゼーション（スキャンコントロールソフトウェアの起動） 

•  カローセル内の空のスロットの確認（Check Carousel） 

•  バーコードの確認（Read Barcode from Carousel）  

•  カローセルランの開始（Scan Slot） 
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Step 4—スキャナコントロールのソフトウェアを起動する 
PCワークステーションにあるスキャナコントロールソフトウェアを使って、スキャンを行います。スキャ

ンの設定、スタート、停止（アボート）はこのソフトウェア画面から操作します。 

 

1. デスクトップ上のアジレントスキャナのアイコンをダブルクリックして、ソフトウェアをスタートします。  

 
Figure 7 スキャンコントロール アイコン 

 

Agilent Scan Controlのウィンドウが表示され、スキャナのイニシャライズが開始されます。 

 

Figure 8 スキャンコントロールメイン画面 

 

イニシャライズ後、レーザーのウォームアップがまだ終了していない場合は、Scanner statusメッセ

ージ欄に“Lasers are warming...”と表示されます。 

 

2. レーザーがウォームアップ中も、次のステップ５の作業は可能です。レーザーのウォームアップに

は数分～20分程度かかります。 
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レーザーのウォームアップが完了しないうちは、カローセルランを開始することができません。ウォ

ームアップが完了すると、メイン画面のScanner statusメッセージに“Scanner ready”と表示されま

す。（併せて、スキャナ本体前面のLEDを確認して下さい。緑のLEDだけが点灯している状態が、

準備完了です。緑と黄色、両方のLEDが点灯している場合は、レーザーのウォームアップが完了

していません） 

 

 

 

 

Figure 9 スキャンコントロールメイン画面（レーザーのウォームアップが終了している場合） 

 

Scanner Ready 
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Step 5—ユーザーの名前の入力とスロット範囲の設定 
初めに： 「スキャン」とはスライド1枚あたりのイメージの読み取りを指します。「カローセルラン」はカローセルに

ある、全てのスロットのスキャンを意味します。 

 

カローセルの全48スロットがスライド（フォルダ）で埋まっていない場合は、スライドを入れたスロット

の場所（番号）を特定することができます。これにより、スキャン作動時間の節約ができます。 

 

カローセルランを開始すると、ユーザーが入力したスタートスロットからスキャンを開始し、エンドスロ

ットでスキャンを終了します。 

 

1. Operator のところにユーザー名を入力します。 

2. カローセルの48スロットを全て使用する場合（48枚スライドがある場合）は、以下の項目は無視し

てステップ７にお進みください。 

3. Start slot: ボックスのドロップダウン↓をクリックします。 

4. 最初にスキャンするスロットの番号を選択します。 

 

     Figure 10 スタートスロット番号の選択 

 

5. End Slot: ボックスのドロップダウン↓をクリックします。 

6. 最後にスキャンするスロットの番号を選択します。 

ここで入力したスロットの番号に基づき、以下のスキャンコントロールのメイン画面でテーブル表

示が変更されます。 

• 指定したスロット範囲のみ、Check Carousel機能が使えます。 

• 指定したスロット範囲のみ、スキャンの設定変更ができます。 
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Figure 11 スロット範囲の指定 

 

指定した範囲のスロットのみ

が表記されます 
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Step 6—カローセルの空のスロットをチェックする 
 

指定スロット範囲の中に、空のスロットがないかどうか調べます。これによりカローセルラン（スキャ

ン）の時間が節約できます。 

 

このステップを行わないと、ステップ５で指定した範囲内の全てのスロットに対して、スキャンをしよう

とします（スロットにスライドフォルダがあるかないかを調べます）。 

 

1. スキャンしたいスロットを入力します（前項ステップ５をご参照ください）。 

2. Check Carouselをクリックします。 

      

    Figure 12 Check Carouselの位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Check Carousel 
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カローセルチェック後のメイン画面は以下のようになります。 

 

Figure 13 カローセルチェック後のスキャン画面の表示例 

  

カローセルチェック後に、スライドフォルダを入れ替えた場合（例：空のスロットにスライドフォルダを

入れたり、スライドフォルダを取り出してスロットを空にした場合）は、全てのスロット行を選択して、

Reset Selectionをクリックします。この操作により、初期設定の表示に戻り、48スロットが表示されま

す。もう一度設定を変更したい場合は、Check Carouselを再度クリックします。  
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Step 7—スキャンの設定を変更する 
 

アジレントマイクロアレイをお使いの場合： 

スキャンコントロールの初期設定はアジレントのマイクロアレイ（高密度アレイを除く）に適した値とな

っています。 

· 設定を変更する必要のない場合は、ステータス表示が“Scanner Ready” となっていることを確認

し、ステップ８にお進みください。 

· 設定を変更する場合、バーコード情報を入力する場合は以下のステップを行います。 

 

設定を変更する場合は、Edit Slot Values>>をクリックして、メイン画面を拡張します。 

 

 

Figure 14 Edit Slot Values>>の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Edit Slot Values>> 
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拡張された画面は以下の様になります。 

 

 

 

Figure 15 Edit Slot Values拡張画面 

 

任意のスキャン設定項目を変更後、右端のSet Valuesをクリックします。設定変更後、Set Values

を押さないとCurrent slot settings内のテーブルに反映されません。 

 

＜注意＞ 

アジレントの高密度アレイ 4 x 44K フォーマットをスキャンする場合は、必ず eXtended Dynamic 

Scan Mode にチェックを入れ、Scan resolution を 5μm に設定します。 

244K, 2x105K フォーマットのアレイをスキャンする場合は、チェックを入れず、Scan resolution のみ

5μm に設定します。 

XDR（eXtended Dynamic Range）機能の詳細については、英文マニュアルの 20, 62, 65 ページを

参照してください。 

 

 

eXtended Dynamic Scan Mode 

Set Values 
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初期設定を変更する場合は、Settings>Modify Default Settingsをクリックして、Default 

Settings画面を表示します。 

 

 
Figure 16 Default Settings画面  

 

スキャン設定についての詳細は英文マニュアルのChapter 3 How Do I…?をご参照ください。 
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スキャン前の設定チェックリスト（アジレント、アジレント以外のスライドをお使いの場合） 

 
カローセルランを開始する前に設定を変更する場合は、以下のリストをご参考ください。それぞれの

設定項目については、英文マニュアルの3 How Do I…?.に記載してあります。 

 

設定チェックリスト 英文マニュアル  

参照ページ 

スキャナで読み取れるバーコードについて 

バーコードのマニュアル入力 

56ページ 

58ページ 

スキャン設定の初期設定の変更 60ページ 

表設定の変更 65ページ 

アジレントスライドのスキャン範囲の設定 

non-アジレントスライドのスキャン範囲の設定 

non-アジレントスライド用のスキャン範囲の新規設定 

67ページ 

69ページ 

71ページ 

感度、分解能、レーザーの設定 75ページ 

ファイル保存先の指定、ドライブのスペース確認 76ページ 

自動ファイル名記入の設定変更 78ページ 

スキャンイメージの回転と1色イメージへの変換 79ページ 

スキャンイメージの圧縮 80ページ 

 

Table 1 スキャン前の設定チェックリスト 

 



 17 

Step 8—カローセルランを開始する 
 

開始する前に： 

マイクロアレイスキャナのウォーミングアップが終了していることを確認します。（Statusタブが

Scanner Ready と表示されているかご確認ください。） 

 

カローセルランの開始 

1. メイン画面のScan Slot m-nをクリックします。 

 
 
 

Figure 17 Scan Slot の位置 

 

m には最初のスライドが位置するスロット、n には最後のスライドが位置するスロットのそれぞれ

の番号が表記されます。 

 

スキャンを開始すると、以下の操作が自動的に行われます。 
• スキャナのドアにロックがかかります。 

• Scan Progressスクリーンが現れ、スキャン動作のステータスを表示します。  

Scan Slot n-m 
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Figure 18 Scan Progress スクリーン 

 

Scan Progressスクリーンを見ることで、スライド1枚あたりどれだけスキャンが終了しているか

（Slide Progress）、カローセルのなかで何枚のスライドがスキャン済みか(Carousel Progress)

を確認できます。 

 

61 x 21.6 mm スキャン範囲のスキャン時間は10ミクロンの分解能で約8分、5ミクロンの分解能で

Double Passの場合は、約15分かかります。各スキャンが終了すると、データは自動的に保存先へ

送信されます。（詳細は 英文マニュアルの76ページ“Change the storage directory and check 

drive capacity" をご参照ください。 

 

スキャン時間はスキャナがスライドフォルダを取り込み、スライドをスキャンし、フォルダをカローセルに返すま

での一連の作業を意味します。 

 

2. (オプション) データが指定のディレクトリに保存されると、Agilent Feature Extraction Software 

あるいはその他のプログラムでスキャンイメージを開くことができます。 
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3. スキャンが終わると自動的にCarousel Report Log が表示されます。 

 

Carousel Report Log にはカローセルラン中のスキャン情報とエラーメッセージが表記されます。 

 
 
 

Figure 19 Carousel Report Log 

CAUTION 
＜注意＞ 

スキャナが作動中は、スキャンデータファイルをコピーしたり、移動したりすることは絶対にしないで

下さい。この操作により、スキャンデータが消失してしまいます。 

 

カローセルランが終了すると、Statusの項目に “Carousel run completed.” と表示されます。この

表示が出た後は、カローセルやスライドフォルダを移動できます。また、 

C:¥Program Files¥Agilent¥Microarray¥CarouselRunLog.htm 

にCarousel Report Logが自動的に保存されます。このLogファイルはカローセルランごとに上書きさ

れていきます（ファイルには常に1つのLogファイルしか保存されていない状態です）。 
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スキャンを中止する 

カローセルラン中に、スキャンを中止することができます。 

• Scan Progressスクリーンの Abort ボタンをクリックします。以下のメッセージが表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 

Figure 20 Carousel Run Abort メッセージ 

 

スライドフォルダをカローセルに戻すため、スキャン終了には数分かかります。 

スキャン中止前のデータは指定ディレクトリに保存されています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 21 スキャン中止後のScan Progress スクリーンの例 
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Step 9—ファイルの移動とデータの保管 
 

スキャンが終了すると、ファイルを他のディレクトリに移動することができます。 

ファイルは以下の4箇所に保存できます。 

· アウトプットで指定したローカルドライブの指定ディレクトリ 

· ローカルドライブのほかのディレクトリ 

· ネットワーク上のディレクトリ 

· CDまたは、 DVD 

 

アジレントではまずローカルドライブにファイルを保存することをお勧めしています。これはネットワー

クに問題があった時のファイルデータ消失を防ぐためです。 

 

データを定期的に移し変えないと、ハードディスクの残り容量が少なくなります。ディスクがいっぱい

になるとスキャンは中止され、エラーメッセージが表示されます。 

CAUTION 
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Step 10—システムを終了する 
 

レーザーの耐用期間を有効に使うため、4時間以上スキャナを使用しない場合は、レーザーをオフに

するか、スキャナの電源を切ってください。 

 

1. スキャナコントロールのソフトウェアを終了します。 

2. マイクロアレイスキャナの電源を切ります。 

3. 最後にPCの電源を切ります。 
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付録— TiffSplitterの使い方 
 

アジレントのスキャナを用いてアレイのイメージを読み取ると、基本的に16bitのtifファイルが作成され

ます。このtifファイルは２色合成イメージであるために、アジレント社以外のソフトウェアで読み取ること

が出来ません。アジレント社以外のDNAマイクロアレイを読み取ったイメージを、他社のソフトウェアで

読み込み、数値化を行うためには、２色のイメージを１色のイメージに分割する必要があります。 

アジレントのスキャナには、イメージを分割するためのソフトウェア（TiffSplitter）が標準装備されていま

す。これを用いると、２色のイメージを１色のイメージに分割するだけではなく、イメージの反転、回転も

同時に行なうことが出来ます。 

 

１． TiffSplitterの起動 

Windows画面左下のStartボタンをクリックし、Programs→Agilent-Life Sciences→TiffSplitterを

選択します。画面上にTiffSplitterのアイコンがある場合は、アイコンをクリックして起動することもで

きます。 

 
 

２． Browseボタンを押して、分割したいtifイメージファイルを選択します。 

３． 分割したイメージを裏返してかつ反転させたいときには、ImageManipulationの Flip/Rotate 

Imageの項目をチェックし、かつ反転の向きを選択します。 
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アジレントのスキャナは、アレイを裏側から、バーコードを左においた状態でスキャンをするので、

読み取ったイメージも、この向きになっています。例えば、このイメージを、アレイを表側にしてバー

コードが下側になる向きに反転／回転させたい場合は、Flip along opposite diagonal の方をチェ

ックします。 

 

４． 分割したファイルをOutputするディレクトリを選択します。もとのイメージファイルと同じ場所に保存

したい場合は、Write Split tiffs back to input directoryの項目をチェックします。 

 

５． Split Tiffボタンをクリックします。１色づつに分割されたイメージファイルが、指定されたディレクトリ

に保存されます。ファイル名は自動的に付けられます。分割する前のファイル名に、それぞれ、緑

色のチャンネルのデータはGreen、赤色のチャンネルのデータにはRedが接頭語として付加されま

す。 

 


